
群馬大学

腫瘍放射線学教室

関連施設紹介
埼玉県立がんセンター放射線治療科

埼玉県の伊奈町にある県立がんセンター。

都道府県がん診療連携拠点病院として埼玉県のがん診療をリードするとともに、地域

の医療機関と連携して埼玉県全体のがん診療の向上に貢献している病院です。腫瘍に

特化したハイボリューム施設で働いている放射線治療科の先生方にお話を伺いました。

––いまの職場について教えて下さい ①埼玉県立がんセンターについて

放射線治療科には5人の医師がいて、各々が主担当医として放射線治療にあたっています。常時20

～30人ほどの患者さんを担当し、放射線科初診から治療計画、照射中診察、照射後フォローのす

べてを一貫して担当します。放射線治療の機械（リニアック）は4台あるので個々の特徴に合わせ

て選択します。治療方針に関しては主科の先生方とのやり取りを怠らず、こまめな連携を心掛け

ています。すべての診療科がそろっていること、またその垣根が低いことも当施設の特徴かもし

れません。

––仕事内容を教えて下さい、指導はどうですか？

初診、IC、放射線治療計画、治療開始が一連の流れですが、その間に他科医師・看護師・放射線技

師・医学物理士など多くの職種とやりとりします。場合によっては治療適応についても議論します

し、複数のキャンサーボードに出席して治療適応判断の相談を行っています。放射線治療は原則的

には、すべての「がん」が適応になりうるので、本当にさまざまな疾患に遭遇します。当院は治療

専門医を持つ上級医が3人もいるので、困ったときの相談はすぐに行えるため大変心強いです。

––いまの職場について教えて下さい ②放射線治療部門について

放射線治療部門には医師・看護師・放射線技師・医学物理士・外来クラーク・診療クラークなど

複数の職種で成り立っています。看護師さんには認定看護師を、放射線技師には認定技師を持っ

たスタッフもおり、個々の領域で専門性を発揮しています。経験の浅い医師より多くの知識と経

験があるので、教えていただくことも多く、とても頼りになります。高精度治療を積極的に行う

体制にしていくため医学物理士さんの重要性も日に日に増しています。みなの専門性に恥じない

知識を自分が身につけないとと、精進しています。ご時勢的に、院外での大々的な集まりはあり

ませんが、話してみるとみんな興味深い趣味をお持ちの方ばっかりです！

工藤部長牛島医長

村田医長

坂本医師 松井医師

工藤部長とゆかいな仲間たち



––学生・研修医へメッセージをお願いします

興味を持っている、持っていないに関わらず、広い知見があるに越したことはないと思っていま

す。医師として仕事をする上で、「がん」という疾患と関わらないことはほぼないのではと思い

ますので、なんとなくでも良いので放射線治療のことを知っていていただければ嬉しいです。コ

ンサルトをする垣根を低くする、これも大事な役割だと思っていますので、気軽に声をかけてく

ださい！！！

––村田先生のやりがいを教えて下さい。また、大変なことはありますか？

埼玉県立がんセンターには、ほぼすべての診療科があり多種多様な「がん」の治療を行っていま

す。全身のがんを扱う放射線治療だからこそさまざまな腫瘍の知識が必要になり、各科の先生方

と対等に話せる広い知識が求められていてやりがいを感じるとともに、大変さも感じています。

今はCOVID-19感染症患者さんの受け入れも施設として行っているので、その診療に携わることも

あり、良性疾患まで診れることになるとは思っていませんでした。

––牛島先生はなぜ放射線治療医の道に進むと決めたのですか？

––坂本先生の研修先や入局先を選んだきっかけを教えて下さい

学生時代から「群馬大学は放射線治療が強い」と風の噂で聞いたことがありました。その噂はど

うやら本当であったようで、群馬県内の市中病院での初期研修中でもそれを実感しました。実際

に入ってみて、「強い」と言われる根拠は、そこにいる「人」だと思いました。精力的に活動さ

れる先生方が本当に多く、自分もそのような医師になりたいと思い入局しました。

直接のきっかけはポリクリの時に、直接指導を受けた若手の先生方に丁寧に教えて頂き、そして

その若手の先生方の熱意を感じたからです。それが放射線科だった、ということです。実際、当

時を思い出すと中野前教授が熱く語る「世界と戦う」という旗の下に、熱意をもった先輩、同級

生、後輩達が集い、やたら熱い集団だったと思います。ちなみに、当時の「若手先生方」は、現

在どこかの教授になったり部長になったりしてます。

１㎜以内の精度で高精

度治療が可能、画像誘

導で当日の患者さんの

状態把握・反映させた

治療が可能です！

NovalisTX（varian社）治療装置紹介

埼玉県立がんセンター（埼玉県伊奈町）

病床503床 （RI病床あり）

放射線治療科常勤5人

年間放射線治療数 約1200人

施設内にオシャレなCAFÉ de CRIÉ

長く営業しているローソン

とても広い医師用職員寮

最寄り駅

埼玉高速鉄道ニューシャトル丸山駅

（鉄道好きにはたまらない。大宮まで16分）

放射線治療部スタッフ 病院外観


